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５
年
度
の
事
業
・
講
座

最
終
章
へ
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生
涯
学
習
県
民
大
学
講
座
の
案
内

県
民
の
生
涯
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
か
ご
し
ま
県
民

大
学
中
央
セ
ン
タ
ー
と
市
町
村
が
連
携
し
て
今
年
度
は
県
内
13
市

町
村
で
28
講
座
開
設
し
て
き
ま
し
た
。
最
終
月
と
な
る
２
月
は
２

市
村
で
４
講
座
開
設
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
そ
れ
ぞ
れ
の
問
合
せ
先
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

２
月
４
日
（
日
）
大
和
村

受
講
料
：
無
料

定
員
30
人

【
講
座
１
】

10
時
～
11
時
30
分

ゲ
ー
ム
・
ス
マ
ホ
の
長
時
間
使
用
が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響
と

予
防
対
策

増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

増
田

彰
則

【
講
座
２
】

14
時
～
15
時
30
分

健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
の
運
動
の
効
果
と
実
践

鹿
屋
体
育
大
学
ス
ポ
ー
ツ
生
命
科
学
系

教
授

中
垣
内

真
樹

会
場
：
大
和
村
防
災
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先
：
大
和
村
教
育
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
７―

５
７―

２
１
５
４

２
月
14
日
（
水
）
霧
島
市

受
講
料
：
無
料

定
員
70
人

【
講
座
１
】

10
時
～
11
時
10
分

み
ん
な
が
元
気
に
な
る
た
め
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

鹿
児
島
大
学
法
文
教
育
学
域
法
文
学
系

准
教
授

金
子

満

【
講
座
２
】

14
時
20
分
～
15
時
20
分

や
る
気
の
あ
る
子
ど
も
の
学
び
方
と
親
の
関
わ
り

鹿
児
島
純
心
女
子
短
期
大
学
生
活
学
科
こ
ど
も
学
専
攻

教
授

今
林

俊
一

会
場
：
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先
：
霧
島
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
０
９
９
５―

６
４―

０
７
０
８

と
こ
と
ん
ま
な
ぶ
ー
講
座
の
全
日
程
終
了

か
ご
し
ま
県
民
大
学
中
央
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る

県
民
の
ニ
ー
ズ
や
現
代
的
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
大
学
や
各
種
団

体
等
が
連
携
し
て
実
施
す
る
講
座
を
「
か
ご
し
ま
県
民
大
学
講
座
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場

と
し
て
実
施
す
る
講
座
が
「
と
こ
と
ん
ま
な
ぶ
ー
講
座
」
で
す
。

令
和
５
年
度
の
「
と
こ
と
ん
ま
な
ぶ
ー
講
座
」
の
一
部
の
概
要
と
受

講
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
来
年
度
も
開
講
し
ま
す
。
詳
細

は
次
号
で
！

◇
鹿
屋
体
育
大
学

「
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
講
座

歩
く
脳
ト
レ
運
動
」

【
３
回
実
施

延
べ
53
人
受
講
】

・
い
つ
も
運
動
し
な
い
の
で
、
汗
を
か
き
、
と
て
も
よ

い
脳
ト
レ
に
な
り
ま
し
た
。

・
基
本
を
大
切
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
と
て
も

楽
し
い
雰
囲
気
で
よ
か
っ
た
で
す
。
先
生
の
リ
ー
ド

が
よ
く
全
体
の
雰
囲
気
も
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

◇
第
一
工
科
大
学

「
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
人
材
へ
の
道
」

【
３
回
実
施

延
べ
17
人
受
講
】

・
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
現
状
と
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

・
入
門
者
に
も
理
解
し
や
す
い
内
容
で
し
た
。

◇
鹿
児
島
純
心
女
子
短
期
大
学

「
シ
ル
バ
ー
世
代
の
た
め
の
健
康
・
教
養
講
座
」

【
５
回
実
施

延
べ
１
２
８
人
受
講
】

・
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
の
講
座
で
、
広
く
教
養
を
深

め
ら
れ
ま
し
た
。

・
音
楽
、
文
学
な
ど
知
識
が
増
え
た
感
が
あ
り
、
運
動
、

食
事
の
こ
と
な
ど
楽
し
か
っ
た
で
す
。



～
放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集
中
～
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放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
正
規
の
通

信
制
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
資
格
を
取
得
し
て

仕
事
に
活
か
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
、
幅

広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
２
０
２
４
年
４
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資

料
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
（鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー
）

資料請求（無料）・お問合せ先

放送大学鹿児島学習センター
電話 099-239-3811 FAX 099-239-3841
URL  https://www.sc.ouj.ac.jp/center/kagoshima/

○
募
集
学
生
の
種
類

-

教
養
学
部-

科
目
履
修
生
（
６
か
月
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、
卒
業
を
目
指
す
）

-
大
学
院-

修
士
科
目
生
（
６
か
月
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
出
願
期
間

２
０
２
３
年
11
月
26
日
～
２
０
２
４
年
２
月
29
日
、
３
月
１
日
～
３
月
12
日

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
）

シリーズ

か
ご
し
ま
青
年
塾
は
、
こ
れ
か
ら
の
鹿
児
島
を
担
う
青
年
層
を
対
象
に
、
各
界
で

活
躍
す
る
経
営
者
や
リ
ー
ダ
ー
等
と
の
交
流
や
現
地
で
の
研
修
を
と
お
し
て
次
世
代

か
ご
し
ま
の
地
域
を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
事
業
で
す
。

令
和
５
年
度
最
後
の
第
７
回
で
は
、
特
別
講
演
と
閉
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

☆
日
時
：
令
和
５
年
12
月
17
日
（
日
）
午
後
１
時
～
午
後
４
時
半

☆
会
場
：
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

Ｉ
Ｃ
Ｔ
大
研
修
室
（
西
棟
５
階
）

☆
特
別
講
演
：
講
師

芝
田

浩
二

氏

Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

演
題
「
振
り
返
っ
て
思
う
こ
と
」

☆
閉
講
式

塾
生
代
表
挨
拶
、
塩
田
鹿
児
島
県
知
事
挨
拶
、
記
念
撮
影

等

☆
ふ
り
か
え
り
・
ま
と
め

令
和
5
年
度
「か
ご
し
ま
青
年
塾
」
閉
講
し
ま
し
た

特
別
講
演
で
は
、
芝
田
氏
か
ら
、
前
例
や
前
提
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
思
考
を
柔
軟
に
し
、
自
分
で
考
え
て

判
断
し
行
動
す
る
こ
と
で
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た

と
お
話
し
く
だ
さ
り
、
塾
生
は
大
変
感
銘
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

閉
講
式
で
は
、
知
事
を
は
じ
め
、
県
教
育
長
、
県

教
育
委
員
の
方
々
等
に
御
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
。

塾
生
を
代
表
し
て
学
生
と
社
会
人
１
人
ず
つ
、
全
７

回
の
活
動
を
振
り
返
り
、
貴
重
な
体
験
や
自
身
の
学

び
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
知
事
か
ら

塾
生
へ
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

振
り
返
り
で
は
、
塾
生
か
ら
「
青
年
塾
を
と
お
し

て
普
段
の
仕
事
や
私
生
活
で
は
交
流
す
る
こ
と
の
な

い
方
々
と
一
緒
に
学
ぶ
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

県
ゆ
か
り
の
経
営
者
の
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。
と
て
も
有
意
義
な
経
験
と
な
っ
た
。
」
等
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

塾
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
本
事
業
で
得
た
学
び
や
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
職
場
や
地
域
、
大
学

等
で
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

【講師 芝田 浩二 氏】【閉講式記念撮影】

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
生
涯
学
習
県
民
大
学

講
座
」
や
「
か
ご
し
ま
県
民
大
学
連
携
講
座
」

及
び
県
内
の
大
学
や
行
政
機
関
等
が
実
施
す
る

講
座
等
を
一
冊
に
集
約
し
た
「
生
涯
学
習
講
座

案
内
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
関
係
団
体
や
教
育
機
関
、
大
学
等
か

ら
情
報
提
供
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
発
刊
し
、

学
習
機
会
情
報
を
得
る
た
め
の
一
助
と
し
て
県

民
の
皆
様
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
講
座
案
内

令
和
６
年
度
版
は
、
６
月
に
発
行
予
定
で
す
。


